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表 在会会員の全体数と施設登録のある PT 数           単位：名  

Ⅰはじめに 

職域事業部は北海道理学療法士会（以下北海道 PT 士会）会員の基本情報を収集し、現状の把握と理学療法関

連の職能領域拡大に向けた課題等を検討している。今回、過去 5年間の職域別の理学療法士（以下 PT）数や新卒

者の動向をまとめ考察を加えたので、ここに報告する。この報告が PT を取り巻く課題について、会員の皆様が

今後の職能対策を検討していただくための一助となれば幸い。 

 

Ⅱ調査概要 

1)調査対象 

2016 年 7月～2020 年 7月までの北海道 PT 士会会員 

2)調査実施方法 

2016 年 7 月～2020 年 7 月時点での北海道 PT 士会会員データベースを基に情報収集 

会員数や職域・地域偏倚についての５年の経過 

 

Ⅲ結果 

1．北海道 PT 士会在会会員の動向 

1)在会会員の全体数と施設登録のある PT 数 

今年度で総会員数は 5806 名となり、調査を 

開始して以降、北海道 PT士会全体数・施設 

登録のある PT数は毎年増加している。 

それに伴い、増減率もプラスで経過している。 

しかし 2018 年度と 2020 年度においては 3%前後 

の増加と、増加率がやや減少した。 

 

 

 

 

 

2)理学療法士の男女割合の推移 

2016 年度から 2020 年度まで、PT男女比は 

男性 65％前後・女性 33％前後で経過し、同様の 

比率となっている。 
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表 支部別 PT 数と人口 1 万人あたりの PT 数           単位：名  

3)経験年数平均の推移 

2016 年度から 2020 年度まで、経験年数平均は 

上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4)北海道 PT 士会全体の職域別割合の推移 

北海道 PT士会における職域別割合は、医療施設が 

83％前後、介護施設が 10％前後と 2016 年度 

から医療分野が多い傾向にある。介護施設・その他 

は微増傾向であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．支部別の PT 数の動向について 

1)支部別 PT 数の推移 

5 年間の経過で、10 支部全てにおいて人口１万人あたりの PT 数は増加しているが、支部によって PT数の偏り

を認める。2020 年には札幌・道南・後志・十勝支部の順に人口 1万人あたりの PT 数が多く、北海道全体の平均

値 10.29 名を超えていた。釧根・道東・空知の順に人口 1万人あたりの PT数は少ない結果であった。 
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表 支部別経験年数の推移         単位：年 

表 支部別職域別割合の推移（医療施設と介護施設）         

表 第二次医療圏域別 PT 数と人口 1 万人あたりの PT 数   単位：名 

2)経験年数の推移 

2020 年は 10 支部中 6支部 

で経験年数は増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

3)支部別 職域別割合の推移 

5 年間で大きな変化がみられたのは、十勝や道東支部であり、医療施設の PT 数の割合が減り、介護施設の PT 数の割

合が増えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．第二次医療圏域別 PT 数と人口 1万人あたりの PT 数 

第二次医療圏域別の人口 1 万人あたりの PT 数を比較したところ、半数以上の圏域で全国平均（2016 年 7.17

名、2020 年 9.96 名）を下回り、地域での偏りが認められた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※第二次医療圏：一体の区域として、病院等における入院に係る医療

を提供することが相当である単位として設定。自然条件や交通事情等

も考慮している。 

※全国 PT数：日本理学療法士協会 HP  

※全国人口：総務省統計局調べ 

※市町村別人口：北海道 HP 
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表 空知支部市町村別 PT 数と 1 万人あたりの PT 数  単位：名 

表 釧根支部市町村別 PT 数と 1 万人あたりの PT 数  単位：名 

表 後志支部市町村別 PT 数と 1 万人あたりの PT 数  単位：名 

表 札幌市 PT 数と 1 万人あたりの PT 数  単位：名 

４．市町村別 PT 数の動向 

空知支部： 

5 年間での PT数の増加は 1～6名程度と多くはなく、 

中核都市群である岩見沢市を中心に滝川市や美唄市・ 

砂川市に PT が点在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧根支部： 

釧根支部は釧路市に PTが集中し、他の市町村は釧根 

合計の人口 1万人あたりの PT数 6.26 名を下回って 

いる。人口１万人あたりの PT数 6.26 名は 10 支部中、 

一番少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

後志支部： 

後志支部は小樽市に PTが集中し、5年間で 13 名増加 

し、2016 年人口 1万人あたり 13.26 名、2020 年 

15.38 名と高い数値となっている。岩内町も増加傾向を 

示し、5年間で 7名増加、2020 年には人口 1万人あたり 

13.81 名となった。 

 

 

 

札幌支部： 

札幌市は 5年間で 448 名の増加を認め、2020 年 

には１万人あたりの PT数が 12名を超えた。 
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表 十勝支部市町村別 PT 数と 1 万人あたりの PT 数  単位：名 

表 石狩支部市町村別 PT 数と 1 万人あたりの PT 数  単位：名 

表 道東支部市町村別 PT 数と 1 万人あたりの PT 数  単位：名 

表 道南支部市町村別 PT 数と 1 万人あたりの PT 数  単位：名 

十勝支部： 

十勝支部の中心都市である帯広市は、5年間で 

67 名の増加を認め 2020 年には人口 1万人あたりの 

PT 数が 17.04 名と高い数値となった。 

帯広市周辺の本別町・上士幌町にも 5年間で 4名程度 

PT が増加し人口 1万人あたりの PT数は 10 名を超えた。 

 

 

 

 

 

 

石狩支部： 

石狩支部は札幌市に近く、中核都市群である千歳市・ 

江別市・北広島市・恵庭市・石狩市が存在する。 

千歳市・恵庭市・石狩市・当別町の 4市町村で 

2020 年人口 1万人あたりの PT数が 10 名を超えた。 

 

 

道東支部： 

道東支部は 5年間で北見市の PT は 13 名増加し、 

人口 1万人あたりの PT数は 10名弱になった。道東支部 

全体では PT 数が増加しているものの、人口１万人あたり 

の PT数は 7.29 名と低い数値である。 

 

 

 

 

 

 

 

道南支部： 

道南支部の中核都市である函館市は 5年間で 82名 

増加し人口 1万人あたりの PT数は 16.8 名と高い数値 

となった。函館市周辺の町は、PT数が大きな増加傾向 

を示さず、せたな町に関しては 1名の増加であったが、 

人口減少のため高い数値となった。 
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表 道北支部市町村別 PT 数と 1 万人あたりの PT 数  単位：名 

表 日胆支部市町村別 PT 数と 1 万人あたりの PT 数  単位：名 

道北支部： 

旭川市は 5年間で 56 名増加、富良野市は 14名 

増加し、人口 1万人あたりの PT 数が 12.84 名と 

17.14 名となり高い数値であった。 

地域中心都市と言われている稚内市、名寄市、士別市 

は PT数が減少し、人口 1万人あたりの PT 数に関して 

も 3～5名弱であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日胆支部： 

室蘭市は 5年間で 39 名 PT が増加し、人口 1万人 

あたりの PT 数が 16.63 名と高い数値となった。日胆 

支部の中で 1番人口の多い苫小牧市は、5年間で 19 名 

の増加であり、人口 1万人あたりの PT数は 8名弱で 

ある。洞爺湖町には人口 1万人あたりの PT数が 

28.77 名と市町村の中で 1番高い数値となっている。 
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表 新卒者の総会員数と施設登録のある PT 数（毎年 7 月時点）   単位：名 

４．新卒者の動向 

1)新卒者の入会・入職状況 

2020 年度は 255 名の新卒者の会員登録があり、例年に比べると少ない傾向であった。 

 

 

 

 

2)新卒者の職域別割合の推移 

北海道 PT士会における新卒者全体の職域別割合は、 

2016 年度から医療分野が最も多く、9割以上医療 

分野に属している。その中でも介護分野の割合は、 

徐々に増加傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ考察 

 北海道 PT 士会在会会員は年々増加傾向を示し、これは全国の傾向と共通している。加えて日本理学療法士協

会 50 周年にて公開されている全国の PT 男女比は 6：4 であり、北海道の PT 男女比も概ね 6～7：3～4 で推移し

ている。北海道 PT 士会の会員数の増加率が減少したことは、休会や退会会員の増加や、年度毎の新卒者入会数

の増減等を確認し、原因追及・解消する必要がある。セラピストの供給数が需要数を上回ることが予想されてい

る今、会員数を増加させ組織力を高めることは必須であると思われる。 

 支部別や第二次医療圏域別の PT数の結果から、地域での PT 数の偏りが認められた。北海道では全国平均より

も人口 1 万人あたりの PT 数は増加しているが、地域ごとに偏りが大きいのは広い土地を持つ北海道の特徴であ

る。少子高齢化社会となり、都市部への人口集中・地方の人口減少が進んでいるため、その地域の特徴に合わせ

た PT介入が必要となる。支部別や市町村別の PT数の結果を示したが、土地の広さ・中心都市までの距離・交通

手段など個別性が高く、分析までには至っていない。その地域で暮らす住民が高齢者・障害者を支えていくとい

う地域包括ケアシステムの構築のためにも、支部や市町村単位で PT 同士が密な関係を持ち、その地域に適した

役割を担う必要性を感じた。 

 毎年 7月時点のデータに基づいた新卒者の入会数は、今年度大きく減少している。今年度は新型コロナウィル

スの影響により、春に行われる新人研修会が実施されず入会案内が進まなかった事の影響は大きいと考える。新

型コロナウィルスの影響が会員・新卒者にどのような影響を与えたのかを分析し、来年度も報告をしたい。現在、

北海道内の理学療法士養成校は 13校となり、定員から約 650名の PTが卒業する。理学療法士養成校増加に伴い、

理学療法士全体の数も増え、今後は職域の拡大や専門性の追求など個人・組織として準備が必要となる。協会や

士会に属し、新卒者や若い年齢層の会員が情報を得る・知識を補充する機会を得ることは、理学療法の質の低下を阻

止するためにも必須と考えるが、そのためにも会員の入会率を向上させる取り組みが必要と思われる。  

なお、職域偏倚や職域拡大に関しては、職域事業部職域偏倚是正事業の活動や職域拡大に向けた新たな分野紹介を

Northerner で掲載しているので、そちらも参考にしていただきたい。 


